
伝
統
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る

試
み
が
各
地
で
始
ま
る

    

　
絹
の
原
料
と
な
る
繭
を
と
る
た
め
、

カ
イ
コ
の
幼
虫
を
飼
育
す
る
こ
と
を
養

蚕
と
い
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
古
く
か

ら
各
地
で
養
蚕
や
製
糸
が
行
わ
れ
、
生

糸
は
明
治
時
代
、
日
本
最
大
の
輸
出
品

で
し
た
。
し
か
し
、
20
世
紀
に
入
り
、

人
造
繊
維
の
レ
ー
ヨ
ン
が
実
用
化
さ
れ
、

や
が
て
ナ
イ
ロ
ン
が
登
場
す
る
と
世
界

の
養
蚕
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
戦
争
や
不
況

の
影
響
を
受
け
、
日
本
の
養
蚕
は
下
火

に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
、
高
度
経
済
成

長
期
に
持
ち
直
し
た
か
に
見
え
た
も
の

の
、
衰
退
の
傾
向
に
歯
止
め
は
か
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
養
蚕
農
家
の
高
齢
化
も
深
刻
で
、
今

や
主
た
る
従
事
者
の
8
割
が
70
歳
以
上
。

平
成
28
年
の
養
蚕
農
家
は
3
4
9
戸
、

繭
の
生
産
量
は
1
3
0
t
に
ま
で
減

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
製
糸
工
場
も
昭

和
34
年
に
は
1
8
7
1
あ
っ
た
の
で

す
が
、
現
在
は
わ
ず
か
7
社
で
す
。

　
と
は
い
え
、
天
然
の
絹
織
物
の
光
沢

や
風
合
い
は
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

人
気
が
衰
え
た
ど
こ
ろ
か
、
近
年
は
天

ざ
ま
な
試
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
熊

然
・
自
然
志
向
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
、

か
つ
て
近
代
日
本
の
発
展
に
貢
献
し
た
養
蚕
。
時
を
経
て
、

こ
の
伝
統
産
業
を
復
活
さ
せ
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

取
材
・
文
／
下
境
敏
弘
（
Ｐ
4
〜
13
）、
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉｃｅ
彩
蔵
（
Ｐ
12
〜
13
）

イ
ラ
ス
ト
／
中
山
ゆ
か
り

特
集
1蚕さ
ん

業ぎ
ょ
う

革
命て

、
す
。
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二代歌川国輝画「上州富岡製糸場之図」。富岡
製糸場は昭和62年に操業を終えた後も大切に保
存され、平成26年に世界遺産に登録された。

富岡市立美術博物館・福沢一郎記念美術館　所蔵

※点線の箇所は推定値。
出典：貿易統計（財務省）、日本貿易月表（日本関税協会）、横浜市史第2巻（横浜市）、
養蚕統計、蚕糸統計月報、繭生産統計調査（農林水産省）より作成

・ 明治時代の生糸の商標 ・

生糸生産量 生糸輸出量 生糸輸入量

1860 1880 1900 1920 1940 1960 1980 2000 2010（年）

（万 t）

0

2

1

3

4

5

の
影
響
を
受
け
、
日
本
の
養
蚕
は
下
火

人
気
が
衰
え
た
ど
こ
ろ
か
、
近
年
は
天

ざ
ま
な
試
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
熊

本
県
で
は
、
世
界
最
大
規
模
の
養
蚕
工

場
が
竣
工
し
ま
し
た
。
群
馬
県
の
養
蚕

農
家
は
、
世
界
最
先
端
の
遺
伝
子
工
学

を
駆
使
し
て
新
し
い
機
能
を
持
た
せ
た

生
糸
の
生
産
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
明
治
維
新
か
ら
1
5
0
年
が
経
っ

た
今
、「
蚕
業
革
命
」
が
静
か
に
、
し

か
し
着
実
に
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

然
・
自
然
志
向
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
、

世
界
の
絹
製
品
の
生
産
量
は
伸
び
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
日
本
に
お
け
る
国
産

生
糸
の
シ
ェ
ア
は
現
在
、
わ
ず
か
0
・

2
％
で
す
。

　
一
見
、
衰
退
す
る
一
方
の
よ
う
な
日

本
の
養
蚕
で
す
が
、
実
は
全
国
各
地
で

伝
統
を
守
る
努
力
が
行
わ
れ
て
お
り
、

産
業
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
の
さ
ま

　
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）

は
、
明
治
元
年
（
1
8
6
8
年
）

か
ら
起
算
し
て
満
1
5
0
年
に

当
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
節
目
に

政
府
で
は
、「
明
治
1
5
0
年
」

関
連
施
策
の
取
り
組
み
を
、
地

方
公
共
団
体
や
民
間
と
も
協
力

し
な
が
ら
全
国
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。 明

治
1
5
0
年

　安政6年（1859年）の横浜開港とともに輸
出の主役になった生糸ですが、需要の高まり
によって品不足になり、粗悪品も出回りました。
そこで、明治政府は高品質の生糸であることの
証として独自の生糸商標を付けて出荷。その商
標デザインは、日本の伝統的な図柄や輸出相
手国を意識して数多くつくられました。

輸
出
用
生
糸
に
付
け
ら
れ

た
商
標
デ
ザ
イ
ン
の一部
。

1858年：日米修好通商条約
1859年：横浜開港

1894～ 95年：日清戦争

1904～ 05年：日露戦争

1985年：プラザ合意
円高誘導政策

1955～ 73年：
高度経済成長

1914～ 18年：
第一次世界大戦 1941～ 45年：太平洋戦争

■ 開国以来の日本における生糸の生産・輸出・輸入の推移
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カイコガ

│ 形や色もさまざま │

玉繭 小石丸 沢J ローザ

幼虫は1齢から5齢に分けられます。ふ化
した直後の1齢のカイコは、桑を食べて
から数日眠りにつき、脱皮して2齢に入り
ます。これを5齢まで繰り返して育ちます。

サナギ
交尾・産卵

繭をつくる
ふ化

1 

齢れ
い

蚕

2 

齢
蚕

3 

齢
蚕

4 

齢
蚕

5 

齢
蚕

卵

繭
か
ら
織
物
に
な
る
ま
で

カ
イ
コ
が
糸
を
吐
き
出
し
て
つ
く
っ
た
繭
は

多
く
の
手
を
経
て
、
織
物
と
な
り
ま
す
。

養
蚕
農
家
が
大
切
に

育
て
る
カ
イ
コ

    

　
カ
イ
コ
は
野
生
の
ガ
を
人
類
が
数
千

年
か
け
て
家
畜
化
し
た
生
き
物
で
あ
り
、

人
が
世
話
を
し
な
け
れ
ば
、
生
き
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
飼
育
す
る
時
期
は
エ
サ
と
な
る
桑
が

茂
る
5
月
か
ら
10
月
ご
ろ
に
か
け
て
。

と
れ
る
繭
は
飼
育
時
期
に
よ
り
、「
春は
る

繭ま
ゆ

」、「
夏な

つ

繭ま
ゆ

」、「
初し

ょ

秋し
ゅ
う

繭ま
ゆ

」、「
晩ば

ん

秋し
ゅ
う

繭ま
ゆ

」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
カ
イ
コ
は
卵
か
ら
ふ
化
す
る
と
旺
盛

な
食
欲
で
桑
の
葉
を
食
べ
て
、
4
回
脱

皮
し
、
み
る
み
る
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
十
分
に
育
っ
て
繭
を
つ
く
り
そ
う
に

な
る
と
、
養
蚕
農
家
は
「
蔟ま
ぶ
し」
と
呼
ば

れ
る
ボ
ー
ル
紙
を
イ
ゲ
タ
状
に
組
ん
だ

カ
イ
コ
が
繭
を
つ
く
る
た
め
の
道
具
に

移
し
、
温
度
と
湿
度
に
注
意
し
て
管
理

し
ま
す
。

　
糸
を
吐
き
始
め
た
カ
イ
コ
は
2
、
3

日
か
け
て
自
ら
を
繭
で
包
み
ま
す
。
で

き
た
繭
は
出
荷
さ
れ
、
生
糸
に
加
工
さ

れ
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
白
い
楕
円
形
の
繭
が
最

も
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
カ
イ
コ
の
種

類
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
形
や
色
の
繭
が

あ
り
ま
す
。

　
繁
殖
用
の
カ
イ
コ
は
サ
ナ
ギ
に
な
っ

て
か
ら
10
〜
15
日
で
成
虫
に
な
り
、
繭

繭ができるまで
「けご」と呼ばれる生まれたてのカイコは体長2～ 3㎜ほどしかありません。
桑を食べてみるみる大きくなり、わずか25日ほどで体重は1万倍になります。

あ

は

あ
綴

6February 2018
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特集 1 蚕業革命

　
繁
殖
用
の
カ
イ
コ
は
サ
ナ
ギ
に
な
っ

て
か
ら
10
〜
15
日
で
成
虫
に
な
り
、
繭

か
ら
出
て
交
尾
を
し
ま
す
。
1
頭
の
メ

ス
が
産
む
卵
は
5
0
0
粒
ほ
ど
。
卵

は
翌
年
、
人
工
ふ
化
さ
せ
ま
す
。

強
い
糸
か
ら

美
し
い
絹
が
生
ま
れ
る

    

　
繭
を
つ
く
る
た
め
、
カ
イ
コ
は
頭
を

8
の
字
状
に
振
り
な
が
ら
糸
を
吐
き
ま

す
。
吐
く
糸
は
直
径
約
0
・

〜

0
・

㎜
と
ご
く
細
い
の
で
す
が
、

高
い
強
度
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
重
さ
の

鉄
線
よ
り
も
切
れ
に
く
い
ほ
ど
で
す
。

　
繭
は
た
っ
た
1
本
の
糸
か
ら
で
き
て

い
ま
す
。
1
つ
の
繭
か
ら
は
、
長
さ

1
0
0
0
ｍ
以
上
、
重
さ
に
し
て
0
・

ｇ
ほ
ど
の
生
糸
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
生
糸
は
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
フ
ィ
ブ

ロ
イ
ン
を
セ
リ
シ
ン
が
覆
う
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
。
表
面
の
セ
リ
シ
ン
を
取

り
除
く
と
、
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
の
三
角
形

の
断
面
が
光
を
複
雑
に
反
射
し
、
絹
独

特
の
光
沢
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
繭
が
運
び
込
ま
れ
た
製
糸
工
場
で
は
、

熱
湯
か
弱
ア
ル
カ
リ
液
で
繭
を
処
理
し

て
ほ
ぐ
し
て
か
ら
、
機
械
に
か
け
て
糸

を
引
き
出
し
、
何
本
か
束
ね
て
生
糸
に

し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
て
つ
く
る
生
糸
の
ほ
か
、
煮

て
柔
ら
か
く
し
た
繭
を
薄
く
広
げ
た
真

綿
か
ら
、
人
の
手
で
紡
い
だ
紬
つ
む
ぎ

糸い
と

で
つ

く
ら
れ
た
絹
製
品
も
あ
り
ま
す
。

糸ができるまでこんな方法も…

織物ができるまで

繰糸工（そうしこう）は、繭
から糸の端である糸口を探し
出し、一定の太さの生糸に
なるよう、何本かの糸を合わ
せながら繰っていきます。

©西予市

©結城市

©
結
城
市

繭を湯の中で広げる「真綿かけ」
という作業で綿状にしたのが真
綿です（上）。この真綿を乾燥さ
せて、「つくし」という道具にひっ
かけ、糸をよっていきます（右）。
こうしてつくる紬糸を織り上げた
のが、「紬」という織物です。

縦糸、横糸に生糸を用いて織りあ
げます。機械動力の力織機（下）
もありますが、伝統的な織物では
今も手織機（左）が用いられます。
縮緬（ちりめん）、綾羽二重（あ
やはぶたえ）、綸子（りんず）、綴
織（つづれおり）、絽（ろ）など、
縦糸と横糸の組み合わせによりさま
ざまな種類があります。

参考：農研機構
「蚕糸業のあらまし」

サナギを含む繭約5 ㎏から900ｇ の生糸がとれます。
これを処理した後、680ｇ の絹織物ができあがります。

＋

繭約5㎏で
1反の絹織物ができる

7 February 2018
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